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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

河口湖畔ビオトープのモニタリング�とオオムラサキ越冬幼虫

西湖コウモリ穴のコウモリ越冬調査　寒いこの冬は氷筍の成長も早いです

ショート・ニュース

　2ヶ月に１度の割で実施している１２月のモニタリングを、オオムラサキの越冬幼虫調査と一緒に２０日（火）に

行いました。大池公園施設では、池に氷が９ｃｍ程張っていたほどでしたが、氷の薄いところから採取したサンプル

中にケシゲンゴロウが見つかり、大きく成長したマメゲンゴロウとヒメゲンゴロウと合わせて３種類のゲンゴロウの

仲間を見ることが出来ました。河口湖美術館施設では、日当たりが良いこともありクレソンなどの水辺の草がまだ青々

としていました。ここでは５０ｃｍ四方の中に９～１２頭のカワニナが見つかり定

着していることを確認できました。また近くのケヤキの木にウスタビガの繭もみつ

かり、様々な生き物が利用し始めていることがうかがえました。八木崎公園や大石

公園のビオトープも見た後、河口地区で毎年観察している国蝶オオムラサキの越冬

幼虫の調査を行いました。エゾエノキの周り３ｍ位の範囲内にある枯れ葉を端から

横一線になって裏返して探すのですが、枯れ葉が数え切れないほどあるので大変で

す。それでも、自分で見つけると「やった！」と声を上げる所をみると、手伝って

くれた自然再生研究会の学生達も成就感を味わえたのではと思いました。

　昨年より少ない１２頭のオオムラサキ幼虫がみつかり、全て印を付けてもとの場所に戻されました。幼虫が同じエ

ゾエノキの葉を食べるゴマダラチョウの幼虫は見つかりませんでしたが、オオムラサキの越冬幼虫は5年連続で見つ

かったことになり、良い環境が維持されていることがわかりました。春まで何頭生き残るか再び調査する予定です。

　溶岩洞穴とそこにすむコウモリが一緒に天然記念物になっている西湖コウモリ穴で、コウモリ類の越冬状況の調査

を、12月から自然共生研究室とコウモリ穴三浦吉彦所長・写真家中川雄三氏とで開始しました。

　貴重な自然財産であるコウモリ穴とそこにすむコウモリ類を保護・保全しなが

らネイチャーガイドや一般の入場者による影響が最小限におさえられているかを

確認するとともに、冬季閉鎖していることが越冬にどの様に良い影響を与えてい

るかを知ることを目的として、少人数で実施させていただいています。

　１・２回目は、13日と28日に実施しました。13日には単独で点々と13頭のキク

ガシラコウモリが確認され、28日には移動して２頭が寄り添うような場所も２ヶ

所ありました（写真）が、12頭の約半数は13日と同じ場所で見つかりました。体

の表面に露が着いている個体もいて、冬眠の深さがまちまちであることもわかり

ました。28日には１頭だけ飛んで溶岩ドームの所で休止しているのか観察されまし

たが、他は全て普段カギをかけて入場制限している保護区域だけに見られました。

保護区域の設定が功を奏しているようで、今のところ過去最高のキクガシラコウモ

リの越冬数が確認されています。1月から３月に２～３回の調査を実施予定ですが、

コキクガシラコウモリやモモジロコウモリなどが確認されるのが期待されます。

　同時にコウモリ穴の入り口から中間部にかけて、例年より早くたくさんの氷筍

（ひょうじゅん）が見られ、2・３月にはさらに立派になると期待が持てました。

・富士河口湖町主催ネイチャーガイド研修会（第３期）が11月30日と12月15日にも行われ、元山梨地学会会長の口

　野道男先生と山梨県植物研究会会長の中込司郎先生のご指導をいただきました。

・2005年は雪が少なかったため、富士山五合目から三合目のニホンリスの調査も年末まで行われました。スバルライ

　ンの通行許可証も頂いていますので、１月から３月までも通行可能な日に実施予定です。

・2004年5月に宮下泰典氏とともに発見した絶滅危惧種アサマシジミの新食草についての論文「アサマシジミの新食

　草オオバクサフジ」が、12月20日に日本鱗翅学会で受理されました。
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
町
で
は
、
こ
の
た
び
本
町
に
在
住
す
る
20
歳
以
上

の
男
女
1
0
0
0
人
を
対
象
と
し
「
男
女
共
同
参
画

社
会
に
関
す
る
意
識
と
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
　
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
本
紙
面

を
借
り
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
12
月
末
回
収
分
を
も
っ
て

集
計
、
分
析
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
サ
ン
プ

ル
１
０
０
の
集
計
を
し
た
と
こ
ろ
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
の
認
知
度
が
低
く
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
と

い
う
名
称
は
、
初
め
て
聞
い
た
」
と
い
う
回
答
が
22

%
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に

つ
い
て
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
男
女
共
同
�
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、
�
社
会

の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
�
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画

す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
�
男
女
が
均
等
に

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ

き
社
会
」
　
（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
）

①
参
画

　
「
参
画
」
と
は
、
単
な
る
参
加
で
は
な
く
、
よ
り
積

　
極
的
に
意
思
決
定
過
程
に
加
わ
る
と
い
う
意
味

　
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て

　
男
女
双
方
と
も
本
質
的
に
社
会
の
責
任
あ
る
構

　
成
員
で
あ
り
、
男
女
が
権
利
、
義
務
の
対
等
な
関

　
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

③
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る 

　
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画

　
「
活
動
に
参
画
す
る
」
の
は
「
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

　
て
」と
い
う
主
体
的
な
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

　
強
要
、
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

　
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
画
す
る
分
野
は
、
職
業
、
学

　
校
、
地
域
、
家
庭
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
こ
と

　
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
専
業
主
婦
を
排
除
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的

　
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、

　
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き

　
男
女
と
い
う
性
別
に
よ
っ
て
利
益
に
違
い
が
生

　
ず
る
の
で
は
な
く
、
男
女
が
個
人
の
能
力
に
よ
っ

　
て
均
等
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

　
に
よ
り
、
個
人
の
能
力
に
応
じ
て
均
等
に
利
益
を

　
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
責
任
の
担

　
い
方
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
男
女
が
社
会

　
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
共
に
責
任
を
担
う
こ

　
と
で
す
。

リ
レ
ー
こ
ら
む

パ
ー
ト
ナ
ー
の
呼
び
方

　
結
婚
し
た
男
女
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
「
お
父
さ
ん
」
、

「
お
母
さ
ん
」
と
呼
び
合
っ
て
い
ま
す
ね
。
子
ど
も

か
ら
は
そ
う
呼
ば
れ
る
の
は
当
然
で
す
が
、二
人

に
と
っ
て
お
互
い
は
自
分
の
親
で
は
な
い
の
で

変
？
で
す
が
、
こ
の
呼
び
方
は
日
本
で
は
め
ず

ら
し
く
も
な
い
し
、
む
し
ろ
「
普
通
」
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　
外
国
で
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
を
、
お
互
い
の
名
前
や

愛
称
で
呼
び
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
で
も

結
婚
前
は
名
前
で
呼
び
合
っ
て
い
た
の
に
結
婚
後

に
は
お
互
い
を
「
お
父
さ
ん
」
、「
お
母
さ
ん
」
と
い

う
呼
び
方
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
夫
婦
が
多
い
の
で

は
?
な
ん
だ
か
個
人
と
個
人
が
結
び
つ
い
た
パ
ー

ト
ナ
ー
同
士
で
な
く
な
る
よ
う
で
寂
し
い
気
が
し

ま
す
。

　
今
年
か
ら
、お
互
い
を
名
前
や
愛
称
で
呼
び
合

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
き
っ
と
新
鮮
な
気
持
ち
で
お

互
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ

え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で

す
。
　
　
お
互
い
に
名
前
を
呼
び
合
っ
て
い
る
夫
婦

１月・２月の

女性なんでも相談日

（第２･第４水曜日）

１月２５日(水)

２月８日、２２日(水)

毎月第2･第４水曜日

13：30～15：30

町中央公民館第2会議室

相談は予約制（無料）です。

つぎの電話番号で受付けます。

℡７２－６０５３

相談時間

会   場

ぴゅあ富士　エンパワーメントセミナー

「上手なコミュニケーションのコツ
　　　　～家庭や仕事に生かすカウンセリングマインド」

「そんなつもりで言ったのではないのに・・・・。」自分の気持ちが相手

にうまく伝わらなかったことはありませんか?よりよい人間関係を

築き、いきいきと豊かな生活を送るために、カウンセリングマイン

ドを生かしたコミュニケーションのコツを学びませんか?

１ 日　時　2月5日(日)　午後1時30分～3時30分

２ 講　師　鈴木克則さん（ヘルスカウンセリングセンターインターナショナル専任講師）　

３ 場　所　ぴゅあ富士　男女共同参画推進センター(都留市中央)

４ 対　象　どなたでも参加できます。

５ 託　児　対象:未就学児　講座の3日前までにお申し込みください。

６ その他　受講は無料です。

７ 主催・申込先　ぴゅあ富士(県立男女共同参画推進センター)  

　　　　　　　　 TEL　0554-45-1666　 FAX　0554-45-1663

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？



広
報
富
士
河
口
湖

　
１４

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
勝
山
記

　
文
正
元
年
の
記
解
説

「
勝
山
記
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
勝
山
の
冨
士
御

室
浅
間
神
社
所
伝
の
記
録
で
、
現
に
冨
士
御
室
浅
間

神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
筆

者
は
、
冨
士
御
室
勝
山
浅
間
神
社
神
主
の
世
帯
し
た

浄
蓮
寺
の
僧
が
何
代
か
に
亘
っ
て
書
き
継
が
れ
た
も

の
で
あ
り
、
百
年
の
長
期
に
渡
っ
て
の
見
聞
の
記
録

と
し
て
は
外
に
類
を
み
な
い
。

　
勝
山
記
が
見
聞
の
記
録
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
は
、

文
正
元
年
（
１
４
６
６
）
か
ら
で
あ
る
。
文
正
以
前

は
他
の
記
録
、
年
代
記
、
王
代
記
等
の
転
写
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
勝
山
記
文
正
元
年
丙
戊
十
月
二
十
五
日
の
記
は

『
甲
州
東
郡
久
速
立
正
寺
開
山
、
先
師
、
日
朝
上
人

御
死
去
、
未
尅
御
供
ノ
弟
子
七
十
人
、
導
師
ハ
御
供

ノ
内
、
本
蓮
寺
玉
蔵
坊
』
と
記
さ
れ
て
い
て
、
文
章

は
簡
潔
明
瞭
で
あ
る
。

　
文
中
久
速
立
正
寺
と
は
、
休
息
山
立
正
寺
の
こ
と

で
、
も
と
北
原
と
呼
ぶ
地
に
あ
り
、
日
蓮
が
休
息
し

た
こ
と
を
も
っ
て
休
息
と
名
称
さ
れ
た
現
勝
沼
町
休

息
で
あ
る
。
立
正
寺
は
、
初
め
真
言
宗
、
文
永
十
一

（
１
２
７
４
）
年
、
日
蓮
来
た
り
、
立
正
安
国
論
を

講
じ
た
二
年
後
の
建
治
二
（
１
２
７
６
）
年
、
日
法

来
り
教
化
第
一
祖
、
日
法
第
二
祖
と
な
る
。
本
山
は

沼
津
岡
ノ
宮
光
長
寺
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
九
年
正

月
身
延
に
属
す
。

　
開
山
と
は
、
寺
院
の
創
始
者
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
宗
派
の
祖
、
開
祖
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

宗
派
の
祖
と
は
、
日
朝
上
人
、
如
何
な
る
事
蹟
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
日
朝
上
人
は
応
永
元
（
１
３

９
４
）
年
、
立
正
寺
で
仏
門
に
入
り
、
九
歳
で
沼
津

岡
ノ
宮
本
山
光
長
寺
日
賢
（
四
世
）
上
人
に
入
弟
、

長
じ
て
本
山
光
長
寺
塔
頭
（
本
山
の
わ
き
寺
）
東
の

坊
五
世
が
学
室
を
開
き
七
十
人
の
弟
子
を
要
請
、
本

し
ゃ
く
勝
劣
本
門
八
品
の
教
義
を
確
立
し
、
永
享
七

（
１
４
２
５
）
年
、
京
都
本
能
寺
の
日
隆
と
語
り
、

法
義
一
致
、
法
水
一
味
、
西
に
日
隆
、
東
に
日
朝
あ

り
と
い
わ
れ
、
法
運
中
興
と
尊
称
さ
れ
た
。
開
山
と

は
、
そ
の
意
で
、
本
門
八
品
の
宗
義
を
開
い
た
晩
年

は
休
息
山
立
正
寺
に
帰
り
、
七
十
三
歳
で
遷
化
し
た
。

号
は
本
果
院
日
朝
。

　
先
師
と
は
、
文
正
元
年
の
筆
者
僧
が
日
朝
の
弟
子

で
あ
っ
て
、
師
を
尊
称
し
て
の
呼
称
で
あ
る
。
ゆ
え

に
勝
山
記
筆
者
は
、
法
華
宗
の
僧
で
、
本
果
院
日
朝

の
弟
子
、
日
蓮
宗
の
僧
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

　
本
蓮
寺
は
、
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
湯
船
に
あ
り
、

日
朝
、
師
の
日
賢
上
人
の
湯
治
の
供
と
し
て
湯
船
滞

在
中
、
村
人
を
教
化
し
て
最
初
に
建
て
た
日
朝
開
山

の
寺
で
あ
る
。
こ
の
寺
の
弟
子
が
導
師
を
勤
め
た
。

　
文
中
の
導
師
、
本
蓮
寺
玉
蔵
坊
と
は
、
本
蓮
寺
二

世
、
日
東
が
そ
の
人
坊
号
は
玉
蔵
坊
、
本
蓮
寺
の
伝

承
及
び
本
蓮
寺
過
去
帳
、
及
び
位
牌
に
よ
り
明
白
で

あ
る
と
。

　
ま
た
、
日
朝
の
弟
子
に
関
連
し
て
、
勝
山
記
永
正

六
年
『
極
月
十
六
日
須
走
蓮
長
寺
日
寿
御
死
去
』
と

あ
り
、
日
寿
も
日
朝
上
人
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
御
殿

場
蓮
静
寺
、
日
朝
真
筆
本
尊
に
よ
り
明
白
で
あ
る
と

（
本
蓮
寺
芹
沢
泰
寛
師
書
論
）

　
以
上
に
よ
っ
て
こ
れ
を
見
る
と
、
文
正
元
年
の
記

は
簡
潔
な
が
ら
ま
こ
と
に
意
味
深
く
、
勝
山
記
と
の

関
連
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
殊
に
永
正
五
年
の
記

に
『
当
山
室
ノ
宮
ツ
ク
リ
取
持
チ
小
林
尾
張
入
道
殿
、

諸
国
出
テ
前
代
未
聞
ノ
事
也
』
や
、
ま
た
同
翌
年
『
当

御
室
ノ
上
フ
キ
（
葺
）
ヒ
ワ
ダ
（
桧
皮
）
ニ
テ
フ
カ
ル
ノ

也
』
等
へ
関
連
し
て
「
当
山
室
」「
当
御
室
」
等
、
当
と
あ

る
を
み
れ
ば
、
日
朝
の
弟
子
が
一
連
書
い
た
も
の
で

あ
る
事
に
疑
義
を
挟
む
余
地
は
な
い
。（
勝
山
村
史
編

さ
ん
だ
よ
り
三
号
よ
り
）

　
因
に
浄
蓮
寺
と
は
　
勝
山
浄
蓮
寺
と
い
う
小
佐
野

越
後
守
の
支
配
す
る
冨
士
御
室
浅
間
神
社
世
帯
の
寺

で
、
旧
勝
山
村
に
存
在
し
て
い
た
が
明
治
五
年
に
寺

跡
調
査
を
受
け
無
檀
家
無
縁
の
寺
と
し
て
報
告
し
廃

寺
と
決
定
。
同
七
年
廃
寺
処
理
中
類
焼
し
た
。
今
浄

蓮
寺
の
形
跡
を
辿
る
も
の
は
法
塔
二
基
（
村
の
入
り

口
）
、
鐘
一
（
元
消
防
団
が
半
鐘
と
し
て
使
っ
て
い

た
も
の
で
現
在
勝
山
歴
史
資
料
館
蔵
）
、
安
永
六
年

建
立
の
浄
蓮
寺
開
基
日
城
上
人
明
應
三
年
没
の
碑
と

寺
跡
に
残
る
地
名
「
浄
蓮
坂
」
、
そ
し
て
旧
村
内
旧

家
三
軒
に
一
幅
ず
つ
残
る
曼
荼
羅
三
幅
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
佐
野
真
一

み
ん
な
で
守
ろ
う
文
化
財

平
成
18
年
1
月
26
日
は
、

　
　
第
52
回
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す
。

流石奉編「勝山記と原本の考証」押絵
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

5日～15日まで　（月曜日はお休み）

火曜日 大石・河口分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

1月はお休みです。5・12日

10日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

返却受付日

開館日

●本館の2006年1月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2006年1月の予定●

10日(火) 10:30～24日(火) 10:30～

 1位　小池　真子　（小立小3年）　　　17位　向原　凪沙　（小立　5才）　　　25位　白川　芽生　（船津小1年）

 1位　安富　琴音　（小立 ３才）　　　18位　渡辺　風香　（小立小5年）　　　26位　白川　玲菜　（船津小3年）

 3位　小池　美旺　（小立小6年）　　　19位　向原　実咲　（小立　3才）　　　27位　中野　優花　（小立小4年）

 4位　森　　桜士　（船津小1年）　　　20位　渡辺　大志　（小立小3年）　　　28位　牛田　晴士　（大嵐　4才）

 5位　森　　萌菜　（船津　4才）　　　21位　白壁　侑果　（船津　4才）　　　29位　梶原　　翔　（船津小4年）

 6位　宮下まりな　（船津　2才）　　　21位　白壁　歩佳　（船津　6才）　　　29位　梶原　　駿　（船津小1年）

 7位　宮下　巧海　（船津小1年）　　　23位　権正　美奈　（小立小5年）

 8位　宮下　凌輔　(船津　6才)　　　24位　松永　桃果　（船津　4才）

 9位　渡辺理衣奈　（小立小1年）

10位　渡辺　貴将　（小立小2年）

11位　渡辺　麗美　（小立　3才）

12位　井出　絢子　（船津小2年）

13位　井出　卓磨　（船津小4年）

14位　加々美侑花　（船津　5才）

15位　小俣　璃紅　（小立小1年）

15位　加々美朋花　（船津小3年）

★親子クリスマスの集い実施しました

★返却受付について

　12月11日（日）、勝山ふれあいセンターで親子クリスマスの集いを行いました。

これは、幼児から小学生を対象に、1年間に本をたくさん借りた人上位250人を招

待して行なっているもので今年で26回目のなります。

　内容は、多読者の表彰、勝山はねっこ劇団のダンス、たんぽぽ劇団の人形劇、読

み聞かせボランティア「うらら」のペープサート、英語読み聞かせボランティア

「ブラウンベアー」の劇、などで午後のひとときを楽しく過ごしました。ご家族皆

さんで参加されていたり、日頃の図書館利用と同じくお父さんと一緒の姿も多

く見受けられました。

　　多読者で表彰された、30人のお友達を紹介します。

   　1月より新館移行準備に入っている為、本の貸出しは行なっていません。

　5日～15日までは返却のみ受け付けています。まだ、図書館の本を持って　

いる方は、早めの返却をお願いいたします。尚、分館での返却は、5日・10日

12日の3日間です。ご協力をお願いいたします。
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町
体
協
ス
キ
ー
部
「
ス
キ
ー
練
習
会
」

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
無
料
講
習
会

＝
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
＝

在
職
者
訓
練

中
央
高
校
通
信
制
　
入
学
生
募
集
！

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

町
内
で
創
業
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
！

参
加
者
募
集

そ 
 

の 
 

他

■
日
　
時
　
１
月
22
・
29
日
、
２
月
５
・
18
・
26
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
　
所
　
ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

■
対
　
象
　
小
学
生
以
上
（
初
心
者
・
初
級
者
・
中
級

　
　
　
　
　
者
・
上
級
者
ク
ラ
ス
あ
り
）

■
参
加
は
無
料
で
す
が
、
駐
車
料
・
リ
フ
ト
券
・
飲
食

　
代
は
個
人
負
担
で
す
。
け
が
、
事
故
等
の
保
険
は
各

　
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
各
日
時
の
一
週
間
前
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
申
込
ん
で
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
坂
本
栄
樹
　
℡
0
9
0-

4
7
4
9-
4
0
0
7

　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
72-

1
7
3
6

■
日
　
時
　
２
月
19
日
（
日
）
　
午
前
９
時
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　
　
３
月
18
日
（
土
）
　
午
後
６
時
30
分
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ
ー
場

■
対
　
象
　
中
学
生
以
上

■
ク
ラ
ス
　
初
心
者
、
初
級
者
、
中
級
者
、
上
級
者
、

　
　
　
　
　
検
定
ク
ラ
ス
、
ト
リ
ッ
ク
ク
ラ
ス

■
主
　
催
　
Ｓ
Ａ
Ｙ

■
講
　
師
　
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
技
術
選
出
場
選
手

　
※
リ
フ
ト
券
、
飲
食
代
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
連
絡
先
　
℡
０
９
０-

１
４
５
０-

９
７
１
１
（
三
枝
）

　
　
　
　
　
℡
０
９
０-

４
７
４
９-

４
０
０
７
（
坂
本
）

平
成
18
年
度
普
通
職
業
訓
練
生

■
期
　
間
　
各
科
と
も
２
年
間

■
職
　
種
　
木
造
建
築
科
、
配
管
科
、
塑
性
加
工
科
、
左
官

　
　
　
　
　  

科
、塗
装
科

■
特
　
典
　
技
能
士
補
資
格
取
得
、
国
家
技
能
検
定
試
験

　
１
級
受
験
に
必
要
な
実
務
、
経
験
年
数
の
短
縮

■
月
　
謝
　
会
員
３
０
０
０
円
　
会
員
外
５
０
０
０
円

■
締
切
り
　
３
月
31
日
（
金
）

２
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座

■
日
　
時
　
４
月
上
旬
か
ら
32
日
間

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
10
時

■
受
講
料
　
会
　
員
　
４
０
０
０
０
円
　

　
　
　
　
　
会
員
外
　
４
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、

　
　
　
　
　
願
書
代
別
途
）

■
締
切
り
　
３
月
15
日
（
水
）

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
受
験
準
備
講
座

■
日
　
時
　
５
月
上
旬
か
ら
18
日
間

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

■
受
講
料
　
会
　
員
　
３
０
０
０
０
円
　

　
　
　
　
　
会
員
外
　
３
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、

　
　
　
　
　
願
書
代
別
途
）

■
締
切
り
　
３
月
15
日
（
水
）

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
校
　
℡
22-

5
2
1
4

＝
接
遇
・
接
客
マ
ナ
ー
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
２･

３
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
定
　
員
　
15
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
一
般
社
員

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
（
２
回
目
）
＝

■
日
　
程
　
３
月
２
・
３
・
６
・
７
・
９
・
10
日

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
８
時
50
分

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文
書
作
成
の
出
来

　
　
　
　
　
る
方

●
受
付
・
問
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
校
（
都
留
市
小
形
山
）

　
　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1
　

　
　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
0
5
5
4-

43-

8
9
1
2

　■
募
集
人
員
　
普
通
科
　
１
０
０
名

■
募
集
期
間
　
３
月
１
日
～
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
出
願
資
格
　
①
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

　
　
　
　
　
　
②
高
等
学
校
へ
の
再
入
学
を
希
望
す
る
人

　
　
　
　
　
　
③
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
内

　
　
　
　
　
　
　
在
住
者
に
限
る

■
経
　
費
　
①
１
年
間
に
必
要
な
学
費
は
３
万
円

　
　
　
　
　
②
就
職
し
て
い
る
人
に
は
教
科
書
が
無
料

　
　
　
　
　
　
で
給
与
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
県
立
中
央
高
校
通
信
制
（
甲
府
市
飯
田
）

　
　
℡
0
5
5-

2
2
6-

4
4
1
2
（
通
信
制
直
通
）

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
お
よ
そ
3
0
0
科
目
あ
る

授
業
か
ら
、
１
科
目
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
在
、
平
成
18
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
教
養
学

部
生
及
び
大
学
院
生
を
募
集
中
！

■
入
学
資
格
　
教
養
学
部
は
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も

　
　
　
　
　
　
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。
大
学
院
の

　
　
　
　
　
　
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
は
18
歳
以

　
　
　
　
　
　
上
な
ら
ば
誰
で
も
無
試
験
で
入
学
で
き

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

■
出
願
受
付
期
間
　
～
２
月
28
日

●
資
料
請
求
・
問
合
先
　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

　
　
　
　
　
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p
/

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
従
業
員(

※
１)

を
雇
っ
て
地
域

貢
献
事
業(

※
２)

を
創
業
し
た
方
に
、
創
業
経
費
の
３

分
の
１
相
当
額(

最
高
５
０
０
万
円)

を
支
給
す
る
「
地
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自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
を
ご
利
用
下
さ
い

「
結
核
」
は
現
在
で
も

　
　
　
我
が
国
最
大
の
感
染
症
で
す
！

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　
　
実
施
に
つ
い
て

「
法
律
扶
助
の
日
」
記
念
無
料
法
律
相
談

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
の
ご
案
内

域
創
業
助
成
金
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以

外
に
町
独
自
に
設
定
し
た
各
種
商
品
小
売
業
・
そ
の
他

小
売
業
・
一
般
飲
食
店
の
業
種
で
創
業(

平
成
18
年
１
月

以
降)

し
た
方
々
も
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
（
社
）
山
梨
県
雇
用
促
進
協
会
（
℡

0
5
5-
2
2
2-

2
1
1
2
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
１)

２
人
以
上
雇
用
（
う
ち
１
人
は
非
自
発
的
離
職
者
）

※
２)

サ
ー
ビ
ス
業
10
分
野
、
詳
し
く
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
１
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
～
５
時

■
場
　
所
　
山
梨
県
弁
護
士
会
館
内

■
担
　
当
　
山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
　
15
名

　
　
　
　
　
山
梨
県
司
法
書
士
会
所
属
の
司
法
書
士
　
10
名

■
相
談
内
容
　
離
婚
・
相
続
・
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・
交

　
通
事
故
・
損
害
賠
償
・
サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題

■
相
談
方
法
　
面
談
の
み

■
受
付
方
法
　
当
日
受
付

●
問
合
先
　
山
梨
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
3
5-

7
2
0
2

　
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
全
国
に
「
自

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
自
動
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び
に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求

に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
是

非
、
ご
利
用
下
さ
い
。

●
連
絡
先
　
甲
府
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
甲
府
市
丸
の
内
３-

１-

６
（
住
友
生
命
ビ
ル
）

　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
３
５

○
国
の
事
業
ロ
ー
ン

　
・
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
：
ほ
と
ん
ど
の
業
種
の
中

　
　
小
企
業
の
皆
さ
ん

　
・
ご
融
資
額
：
4
8
0
0
万
円
以
内
、

　
・
ご
返
済
期
間
：
運
転
資
金
　
５
年
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
設
備
資
金
　
10
年
以
内

　
・
利
率
（
固
定
金
利
）
：
年
1.8
％
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
17
年
10
月
13
日
現
在
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
（
経
営
環
境
変
化
資
金
）

　
・
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
：
売
上
が
減
少
す
る
な
ど

　
　
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
方

　
・
ご
融
資
額
：
4
8
0
0
万
円
以
内
、

　
・
ご
返
済
期
間
：
運
転
資
金
　
５
年
以
内

　
・
利
率
（
固
定
金
利
）
：
年
1.8
％
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
17
年
10
月
13
日
現
在
）

○
第
三
者
保
証
人
等
を
不
要
と
す
る
融
資

　
・
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
：
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

　
　
す
る
方

　
１
、
税
務
申
告
を
２
期
以
上
行
っ
て
い
る
こ
と

　
２
、
所
得
税
等
を
期
限
内
に
完
納
し
て
い
る
こ
と

　
３
、
最
近
の
業
況
等
か
ら
、
第
三
者
保
証
人
等
が
な

　
　
　
く
て
も
ご
融
資
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

　
・
ご
融
資
額
：
1
5
0
0
万
円
以
内
、

　
・
ご
返
済
期
間
：
運
転
資
金
　
５
年
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
設
備
資
金
　
10
年
以
内

　
・
利
率
（
固
定
金
利
）
：
通
常
適
用
さ
れ
る
利
率
に

　
　
　
　
　
0.9
％
の
上
乗
せ
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
甲
府
支
店
融
資
相
談
係

　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
０
５
５
‐
２
２
４
‐
５
３
６
１
　

　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
０
５
５
‐
２
２
６
‐
１
６
８
１

○
結
核
は
人
か
ら
人
へ
う
つ
る
病
気
「
感
染
症
」
で
す
。

　
何
よ
り
怖
い
の
は
、
自
分
が
結
核
だ
と
気
づ
か
ず
に
周

　
り
の
人
々
に
う
つ
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

○
「
結
核
」
は
今
で
も
１
日
に
86
人
の
新
し
い
患
者
が
発

　
生
し
、
６
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
我
が
国
最
大
の
感

　
染
症
な
の
で
す
。

○
結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
咳

　
や
タ
ン
が
２
週
間
以
上
続
い
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関

　
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
平
成
17
年
４
月
よ
り
「
結
核
予
防
法
」
が
改
正
さ
れ
、
乳

　
幼
児
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
定
期
予
防
接
種
や
健
康
診
断
関
係
が

　
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
吉
田
保
健
所
地
域
保
険
課
　
℡
24
‐
9
0
3
5

　
健
康
な
血
液
が
支
え
る
尊
い
生
命
。
患
者
さ
ん
の
生
命

を
守
る
の
は
、
献
血
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
贈
り
物

　
医
療
に
必
要
な
す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
国
民
の
献
血

に
よ
っ
て
確
保
す
る
体
制
を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
、
新

た
に
成
人
す
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心
と
し
て
広
く

県
民
の
方
々
に
献
血
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
１
月
か

ら
２
月
末
ま
で
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
特
に
成
分
献
血
・
4
０
０m

l

献
血
へ
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
冬
季
の
献
血
者
の
確
保
並
び
に
安

全
な
血
液
の
確
保
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
市
町
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
成
人
式
会
場
等
に
お
い
て
、

各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
啓
発
物
品
を
配
布

致
し
、
献
血
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
本
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
共
に
献
血
へ

の
ご
協
力
を
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
吉
田
保
健
所
・
吉
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

２
月
７
日
は
、「
北
方
領
土
の
日
」
で
す
。


